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▼136号〈特集：ようこそ新潟大学へ

▼137号〈特集：学生の見た新潟大学〉

▼138号〈特集：国際交流〉

▼139号〈特集：卒業〉

バックナンバーが欲しい方は,事務局
の学生部学生課まで受け取りに来て下
さい。

広報委員会第１部会
● 部会長 寺田　員人（歯学部） Tel 227-2975 tera＠dent.

● 委　員 増田　芳男（学長特別補佐） Tel 262-6367 masuda＠sc.

松本　　彰（人文学部） Tel 262-6519 matsu＠human.ge.

石坂　妙子（教育人間科学部） Tel 262-7116 ishizaka＠ed.

西村　安博（法学部） Tel 262-6842 yasuhiro＠jura.

長谷川雪子（経済学部） Tel 262-6430 yhase＠econ.

徳江　郁雄（理学部） Tel 262-6112 itok-pc＠sc.

山内　春夫（医学部） Tel 227-2141 daba＠med.

西村　伸也（工学部） Tel 262-7217 shin-ya＠eng.

屋代　　眞（農学部） Tel 262-6634 yashiro＠agr.

佐山　光子（医療技術短期大学部） Tel 227-2400 msaya＠clg.

● 事務局（学生部） Tel 262-7330  Fax 262-7515 gakusei＠adm.
（E-mailのアドレスは,niigata-u.ac.jpの標記を省略しています。）

手探りのままの編集作業でした。でも，いまは私たちなりに工夫を凝らしてきたか
な，という満足感があります。学生委員のみんなも意見を出し合い，仕事を分担してい
く中でよい戦友（？）になれました。協力してくださった皆さんに感謝です。（小林）

とりあえずできました！。僕が編集作業で感じたことは楽しかったこと。自分が書い
た文章が形となることは楽しい。メンバーで話しながら文章を考え，文字数を合わせ，
完成した瞬間は快感に近いかも・・・。編集はハマレバヤミツキニナル薬かな。（柳田）

新入生のみなさん，ご入学おめでとうございます。本号は「うえるかむ新潟大学！」
のメッセージをこめて発行ました。発行にあたり，編集委員会には初めて学生が参画
し，長時間にわたってさまざまな検討を重ねました。「学生のための大学広報紙」とい
う性格の明確化，内容，形態，配付方法等，検討の内容は多岐に及びました。この取り組
みを通して，紙面は若者感覚のＡＢサイズに変え，学生委員の熱意と精力的な取材活
動によって誕生した140号です。
「新大広報のこれから」に向けて学生のみなさんや教職員の方々のご意見をお待ち
しています。（編集担当：佐山光子・西村安博）

今月の「あの一瞬」
漸く厳しい冬が終わって,

暖かい春を感じるようになりま

した。そんな「春の喜び」を表現

しようと撮影してみました。
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この広報は再生紙を使用しています。

今回から編集作業に,ワークショップ
という手法を取り入れて,やってみま
した。これが案外スムースに進むんで
すよ。みなさんもいかが？

140号編集学生委員
石塚麻衣子（医学部） 新保麻希（医学部）

小林　純（法学部） 中村　彰（農学部）

佐藤　恒亮（法学部） 東山晃三（法学部）

佐藤　洋介（人文学部） 柳田　恭伸（農学部）


